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修士論文要旨
１．序論
　看護におけるEBN（Evidence Based Nursing, 根拠に
基づいた看護）が重要視される中，統計的な知識は必須と
なる（Burns et al., 2005）．しかし，看護師の統計的な知
識，学習意欲，情報処理能力は不足している（田中ら, 
2005）．本研究では，学習指導要領の変遷，看護師育成のた
めの教育機関の相違による統計学教育に着目し，看護学生
の統計リテラシーに影響を及ぼす要因を明らかにすること
を目的とし，現状の統計学教育の効果について検証する．
２．研究１：看護における統計学に対する問題抽出
　Web上からの看護師の声をデータ化し，看護と統計学と
の関連性を定性的かつ可視的に把握するため，テキストマ
イニング分析を行った．統計学に対する苦手意識，困難感，
研究方法，分析に関する判然としない状況が示された．
３．研究２：CIS日本語版の試作とその検討
　Keller（2009）のARCS動機づけモデルに基づくCIS
（Course Interest Survey, 授業興味度調査）の既存翻訳に
は，難解な翻訳が含まれるため，新たにCIS日本語版の作成
を試みる．私立Ａ大学の学生185名を対象に調査を実施し，因
子分析（最尤法，プロマックス回転）を行ったところ，ARCS
動機づけモデル理論を反映した尺度作成には至らなかった．
４．研究３：看護学生におけるCIS日本語版の検討
　研究２で作成した尺度を用いて，看護学生557名による統
計学授業の評価データを用いて尺度の再検討を行う．項目分
析で２項目を除外した32項目を用いて，ARCSの４カテゴリ
－に分離後，各下位項目の信頼性を得た．その32項目で因子
分析（最尤法，プロマックス回転）を行った．「Ａ：注意」
「Ｒ：関連性」「Ｃ：自信」「Ｓ：満足感」の４因子14項目は
原版と同様の４因子構造を示し，信頼性，妥当性を得た．看
護学生は，統計学に対する学習意欲が低いと示唆される．
５．研究４：教育課程の違いが統計学態度に及ぼす影響
　既存の尺度項目を利用し，看護大学４校，看護専門学校
３校の看護学生457名（男性35名，女性422名，平均年齢
22.07歳，SD=4.54，有効回答率52.47％）を対象に質問紙
調査を実施した．（1） 統計学態度尺度（３因子21項目）は，
効力感，実用指向，努力指向で規定され，信頼性（α=.91）
と妥当性（χ2=291.48，df=150，AGFI=.91，RMSEA=.05）
を得た．（2）統計学教育の最も希薄な学習指導要領で学習
した1989～1998年生まれ（19-23歳）の世代を基準に（年齢
差のある専門学校生対象），一要因分散分析と多重比較を
行った．19-23歳は他の世代よりも低減し（表１参照），統
計リテラシーの育成に弊害を及ぼしていると示唆される．
（3）従属変数を統計学態度とし，学校種別×統計学理解度
（高群/低群），学校種別×PCスキル（高群/低群）の二要因分
散分析（被験者間）を行った．看護学生が統計基礎知識を習得
すれば，効力感，実用指向を高め，統計学を建設的に学習しよ
うとする原動力を生み，統計的手法を用いて分析する意欲が
表れる．これらの行為が努力指向を高めると示唆される．特
に看護大学生には統計基礎教育，専門学校生にはPCスキル
を強化する方略に，学習効果が期待できると推測される．
６．結論
　看護学生の統計リテラシーは，学習指導要領による統計
学教育の影響を受け，世代間での格差を生じている．これら
を補完する学習環境の整備と学習方略の検討が必要である．
教育課程の違いが看護学生の統計学に関する態度と動機づけに及ぼす影響
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表１　看護専門学校生による統計学態度およびCISの平均得点，標準偏差，分散分析の結果
†.05<ｐ<.10 *ｐ<.05 **ｐ<.01
19-23 歳  24-28 歳 29 歳以上
項 目
(n=157) (n=25) (n=34) 
Ｆ値  多重比較の結果
** 効力感  2.09  (0.68)  2.12  (0.73) 2.56 (0.84) 6.15 ** 29 歳以上>19-23 歳29 歳以上>24-28 歳 * 
実用指向  3.07  (0.73)  3.25  (0.54) 3.35 (0.69) 2.65 †
努力指向  2.96  (0.69)  2.97  (0.71) 3.15 (0.94) 0.87
* 
Ａ注意  2.57  (0.69)  2.51  (0.67) 2.95 (0.82) 4.39 * 29 歳以上>19-23 歳29 歳以上>24-28 歳 * 
Ｒ関連性  2.76  (0.45)  2.77  (0.40) 3.04 (0.49) 5.19 ** 29 歳以上>19-23 歳 * 
Ｃ自信  2.93  (0.57)  2.90  (0.58) 3.19 (0.67) 2.91 † 29 歳以上>19-23 歳 †
Ｓ満足感 2.88  (0.53) 2.95  (0.56) 3.20 (0.62) 4.70 ** 29 歳以上>19-23 歳 ** 
統計理解度  11.24 (3.47)  12.00 (2.87) 12.79 (3.94) 3.01 † 29 歳以上>19-23 歳 * 
PC スキル  5.32  (1.08)  5.72  (1.02) 5.94 (1.18) 5.22 ** 29 歳以上>19-23 歳 ** 
